
 
 

 
 
 
 
 

※ 発生件数の高齢者とは、65 歳以上の方が

第一当事者となった事故件数です。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 発生件数 死者数 負傷者数 

令和８年 1,464 件 20 人 1,683 人 

（高齢者） 430 件  15 人 266 人 

令和７年 1,543 件 20 人 1,733 人 

（高齢者） 459 件 16 人  311 人 

富山県内の交通事故発生状況 
（令和８ 年 10 月末現在） 

 薄暮時間帯や夜間は、周囲が見えにくくなるうえに、帰宅・帰社等により車や歩行者等の交通

量が増えることから事故が多発する傾向にあります。危険を見落とさないよう、慎重な運転に努

めましょう。 

早めのライト点灯で視界を確

保し、自車の存在を他の自動車

や歩行者等に知らせましょう。 
また、上向きライトを活用し、

暗闇に潜む危険をいち早く発見 
し、事故を防ぎましょう。 

 夕暮れ時や夜間は、暗くなり

周囲が見えなくなることで速

度に対する感覚が鈍ったり、帰

路を急ぐあまりスピードを出

したりしがちです。 
速度を抑えて、慎重な運転を

心掛けましょう。 

 運転者にとって、道路右側の

歩行者は、道路左側に比べ発見

しにくい傾向にあります。 
運転者は、前方だけでなく左

右を含めた進路を確実に確認し

ましょう。 

歩行者から車が見えていても、
運転者から歩行者が見えていると
は限りません‼ 

明るい色の服装や反射材・ 
LED ライトを活用して周りに 
自分の存在を知らせましょう。 

また、信号や横断歩道のある 
場所で横断するなど、安全な行 
動を心掛けましょう。 


